

























3.   1979年村落行政法め村落行政組織（以上本号）
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黒柳 晴夫／ インド ネシアの地方分権化 による村落自 治組 織の再編(1)
視 、 ま た 他 方 で 先 進 国 主 導 の 国 際 世 論 に 後 押 し さ
れ た 民 主 主 義 重 視 へ の 転 換 を 余 儀 な く さ れ た も の
で あ り 、 換 言 す れ ば イ ン ド ネ シ ア も い わ ゆ る グ
ロ ニ バ リ ゼ ー シ ョ ン と い う 世 界 的 変 動 の 大 波 に 曝
さ れ て い た こ と を 象 徴 的 に 示 す も の で あ っ た 。
特 に 民 主 主 義 の 大 波 は そ れ ま で の 中 央 集 権 的 な
行 政 制 度 の 分 野 に も 押 し 寄 せ 、 そ の 地 方 分 権 化 の
実 現 に 大 き な 影 響 を 与 え た 。 ス ハ ル ト の 退 陣 を 受
け て 第3 代 大 統 領 に 就 い た ハ ビ ビ の 下 で 急 速 に 制
度 的 な 民 主 化 が 進 め ら れ 、1999 年5 月 に 新 た に
「 地 方 行 政 に 関 す る1999 年 イ ン ド ネ シ ア 共 和 国
法 律 第22 号 （Undang-undang Republik
Indonesia Nomor 22 Tahun 1999 tentang
Pemerintahan Daerah ）」 （以 下 丁1999 年 地 方 行 政
法
）
と 略 記 ） が 制 定 さ れ 、 ス ハ ル ト 体 制 下 の1979
年 に 制 定 さ れ た 「 村 落 行 政 に 関 す る1979 年 イ ン
ド ネ シ ア 共 和 国 法 律 第5 号 （Undang-undang
Republik Indonesia Nomor 5 Tahun  1979 tentang
Pemerintahan Desa ）衣 以 下 「1979 年 村 落 行 政 法 」
と 略 記 ） に 取 っ て 代 わ っ た 。。 こ の1999 年 地 方 行
政 法 は 、 ス ハ ル ト の 新 秩 序 体 制 下 で 築 き 上 げ ら れ
て き た 全 国 画 一 の 中 央 集 権 的 村 落 行 政 組 織 を 、 民






イ ン ド ネ シ ア で は 、 こ の よ う に21 世 紀 の 始 ま
り と と も に 政 治 的 状 況 の 変 化 が 農 村 社 会 の 末 端 ニに
ま で お よ ぶ よ う に な り 、犬 か つ て ス ハ ル ト 体 制 下 で
見 ら れ た 郡 、 県 な ど の 上 位 政 府 と 結 び つ い た 村 の
り ー ダ ウ や 伝 統 的 な 長 老 の 影 響 が 薄 れ て 、 い わ ば
誰 も が 村 の さ ま ざ ま な 政 治 的 決 定 に 参 加 で き る よ
う に な っ た の で あ る 。　　　　　　　　　　　 ＼
そ こ で 、 本 報 告 で は 、 ジ ャ ワ 農 村 の 一 つ 、 ジ ョ
ク ジ ャ カ ル タ 特 別 州 （Daerah Istimewa
Yogyakarta ） 内 の バ ン ト ゥ ル 県 （Kabupaten
Bantul ） サ ン デ ン 郡 づKecamatan Sanden ） ム ル
テ ィ ガ デ ィ ン 村 （Desa Murtigading ） の 事 例 を 取
り 上 げ 、1999 年 地 方 行 政 法 の 制 定 以 降 村 落 行 政 組







植 民 地 時 代 の イ ン ド ネ シ ア に お い て 最 初 に 現 地
人 村 落 を 対 象 に し た 体 系 的 な村 落 行 政 制 度 が 制 定
さ れ た の は 、1906 年 に ジ ャ ワ と マ ド ゥラ の 総 督 地
を 対 象 に 村 落 の行 政 や 財 政 に 関 す る 規 則 を 定 め た
村 落 条 例 べOrdonansi Desa ） で あ っ た1言 植 民 地
政 府 は、 こ れ に よ っ て 村 落 を 地 方 行 政 末 端 の 単 位
と し て認 め た が 、 そ の 統 治 を村 落 の 裁 量 に 委 ね た
た め、 村 落 はそ れ ぞ れの 慣 習 的 な 規 範 に よ っ て 運
営 さ れ た 。 ま た、 こ の 条 例 が お よ ば な か っ た ジ ャ
ワ とマ ド ゥ ラ 以 外 の 外 島 で は、 そ れぞ れ の 地 方 の
慣 習 法 （adat ） に従 っ て 村 落 社 会 が 組 織 さ れ て い
た た め、 イ ンド ネ シ ア 全 土 に お け る 村 落 の存 在 形
態 は非 常 に 多 様 で あ っ た 。 か つ て レ ッ グ が、 地 方
の 村 落 行 政 に 関 し て「 む し ろ 法 律 が 混 乱 し た 状 態 」
だ っ た と 指 摘 し た2）よう に、 イ ン ド ネ シ ア に お け
る 村 落 は 、 独 立 の 初 期 にい た る まで こ の よ う に 統
一 的 な枠 組 み の下 に は な かう た の で あ る。
独 立 後 の イ ンド ネ シ ア にお け る 地 方 行 政 の 指 針
と なっ た の は、 周 知 の よ う に1945 年 憲 法 第18 条
の 地 方 行 政 につ い て の 規 定 で あ っ た 。 す な わ ち 、
第18 条 で は、地 方 行 政 につ い て「イ ンド ネ シ ア は
大 小 の 地 方 に 分 け ら れ る。 こ れ ら の 大 小 の 地 方
は 、 国家 行 政 機 構 に お け る協 議 原 則 と、 特 別 な 特
徴 を もり 地 方 に 固 有 な 権 利 を 考 慮・尊 重 し なが ら、
法 律 に よ っ て 定 め ら れた 行 政 機 構 を もつ 。ム」3）と 定
め ら れ た 。 ま た、 同 条 の 条 文 解 説 に よ れ ば、 イ ン
ド ネ シ ア 国 内 に は お よそ250 め 自 治 領 と 、 ジ ャ ワ
と バ リ の デ サ （desa ）、 ミ ナ ン カ バ ウ の ナ ガ リ
（nagari ）、 パ レ ン バ ンの ド ゥ ス ン （dusun ） や マ
ル ガ （maruga ）な ど の村 落 社 会 があ り 、し か も 、そ
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た よ う に 、開 発 と安 定 が そ の二 本 柱 を 成 し てお り、
多 民 族 国 家 の 政 治 と 社 会 秩 序 を 安 定 させ 、 そ の安
定 し た 社 会 体 制 の 下 で 全 国 の 隅 々 にい た る まで 開
発 政 策 を 推 進 す る こ と を 目 指 し た の で あ る 。 1979
年 村 落 行 政 法 は 、 まさ に そ の よう な 新 秩 序 体 制 を
推 進 す る た め の 基 盤 作 り と し て 制 定 さ れ た も の だ
と い う こ と が で き る 。 ア ン ト ロ フ は、 こ の1979
年 村 落 行 政 法 の 制 定 の 意義 に つ い て 、 新 秩 序 体 制
の 推 進 者 達 は村 落 社 会 を そ の 体 制 を実 現 す る た め
の 運 搬 車 とし て 利 用 し た の だ 、-と指 摘 し て い る7）。
す な わ ち 、1979 年 村 落行 政 法 の 理 念 に 従 え ば 、 あ
ら ゆ る 部 門 で 開 発 を 持 続 さ せ 、 国 是 で あ る パ ン
チ ャ シ ラ （pancasila ） の 理 念 を実 現 さ せ4 イ ン ド
ネ シ ア 国 民 の た め に 精 神 的 に も物 質 的 に も 繁 栄 し
た社 会 を 築 く た め に は、 村 落 行 政 組 織 の 強 化 が 重
要 だ と 考 え た の で あ る（1979 年 村 落 行 政 法 の 前 文
c お よ び1979 年 村 落 行 政 法 の 解 説1 ）。 そ し て 、
開発 と安 定 の 二 本 柱 を実 現 す る た め に は、 村 落 の
末 端 に い た る ま で 地 方 の充 分 な 指 導 と統 制 が 不 可
欠 だ と し て 、 全 国 の 行 政 末 端 単 位 を成 す 行 政 村 落
の 名 称 を 「デ サ （desa ）」に 統 一 す る と と も に、村
落 行 政 組 織 の 整 備 と 画 一 化 を 図 っ た ので あ る
（1979 岸 村 落 行 政 法 の前 文b お よ び1979 年 村 落
行 政 法 の 解 説4 ）。
1979 年 村 落 行 政 法 が 制 定 さ れ た こ と に よっ て 、
村 落行 政 組 織 は 、 そ れ ぞ れ の 地 方 に 固有 な 統 治 形
態 が排 除 さ れ √ ジ ャ カ ル タ の 内 務 省 の デザ イ ン に
従 づ て 、 全 国 的 に 同 じ 鋳 型 の 中 に枠 付 け さ れ、 画
二 化 さ れ る こと に なっ た 。 そ れ は、 そ れ ぞ れ の 地
方 に 継 承 さ れ て きた 独 自 の 統 洽|貫行 や 権力 構 造 、
相 互扶 助 など の 社 会 保 障 慣 行 を解 体 さ せ る こ と に
もつ な が り、 行 政 単 位 と し て の 村 落 の 再 編 ば か り
か、 さ ら に は 村 落 社 会 そ の も の の 再 編 に も つ な
が っ た6　　　 。、　二　 十　　　I.　　 ‥‥‥‥　‥　 ‥
そ こ で 、 村 落 行 政 単 位 数 の 推 移 を みる と、 表1
に示 す よ う に1979 年 村 落 行 政 法 の 制 定 以 降 全 国
の村 落 数 が 非 常 に 増 加 し て き た こ と が 分 か る。犬こ
こ に は 示 さ れ て い ない が 、 もち ろ ん 増 加 の 顕 著 な
黒柳晴夫／イ ンド ネシアの地方 分権化による村 落自治組織の再編(1)
表1　 イン ド ネシ ア行政 村 落数 の推移
年 1956 1961 1974 1983 1986 1989 1996 2000 2005
行政村数 47,305 39,434 50,101 66,154 67,949 67,033 66,158 69,081 71,555
指数 100 83.4 105.9 139.8 ｀　143.6141.7 139.9 146.0 151.3
資料:1956 、1961、1974、1986 年 はKato  （1989、p. 90) により、そ れ以外の年 は、Statistik Indonesia
1983、1991、1996 、2000、2005/6 より作成。
地 方 も あ れ ば さ ほ ど変 わ ら ない 地 方 も あ り 、 こ の
増 加 傾 向 は州 別 に み て も一 様 で は な か っ た 。 し か
し 、 こ の よ う に 行 政 村 落 数 が 同 法 の 制 定 以 降 に顕
著 な 増 加 傾 向 を示 し て きた こ と は 、 た と え こ の 間
に 人 口 増 に よ る村 落 の 分 割 が あ っ た と し て も、 や
は り 上 か ら の 指 導 に よ っ て1979 年 村 落 行 政 法 の
理 念 に 従 っ た 行 政 村 落 造 りが 行 わ れて き た か ら だ
と み る こ と が で き る 。 1981 年 に 出 さ れ た 「1981
年 村 落 の 構 成 、 統 廃 合 、 お よ び 廃 止 に 関す る 内 務
大 臣 令 第4 号 」（以 下 「1981 年 内 務 大 臣 令 第4 号 」
と 略 記 ）8）の 第3 条a に よ れ ば 、 村 落 で あ る た め
の要 件 の一 つ と し て 、 少 な く と も 人 口 数 が2,500
人 、あ る い は 世 帯 数 が500 世 帯 以 上 と さ れて い た 。
Kato と 島 上 は 、 行 政 村 落 の 分 割 を 助 長 し た 要
因 の 一 つ に 、 ス ハ ル ト の 第1 次5 ヵ 年 計 画 が ス
タ ー ト し た1969/70 年 か ら 実 施 さ れ て き た 一 般 に
イ ン プ レ ス ・デ サ（DesaINPRES ）と 呼 ば れ る「大
統 領 訓 令 に 基 づ く 村 落 補 助 金 」（Bantuan Desa
Instruksi Presiden ）の交 付 政 策 の 実 施 が 影 響 し て
き た こ と を 指 摘 し て い る9）。 な ぜ な ら、 こ の 補 助
金 の交 付 制 度 に よ っ て、 交 付 対 象 の 村 落 に な り さ
え す れ ば 、 そ れ が 新 設 の 村 落 で あ っ て も村 落 規 模
の 大 小 に か か わら ず 毎 年 同 じ 額 の 交 付 金 を 受 け る
こ と が で きた か ら で あ る 。
前 述 し た よ う に、1979 年 村 落 行 政 法 の 制 定 に
よっ て、 行 政 村 落 は全 国 的 に 画 一 化 さ れ て 、 国 の
行 政 機 構 の’な か で 郡 長 （Camat ） の 下 に位 置 す る
最 下 位 の 行 政 組 織 とし て 明 確 に 組 み 込 ま れ る こ と
に な っ た （1979 年 村 落 行 政 法 第1 条c ）。 法 律 で

























































（2ト1979 年 村 落 行 政 法 の 村 落 行 政 組 織
そ れ で は 、1979 年 村 落 行 政 法 よ っ て 全 国 画 一 に
組 織 さ れ た 村 落行 政 組 織 は ど の よ う な も の で あ っ
た の か を 次 に み て み よ う。
1979 年 村 落 行 政 法 で は 、村 落 行 政 府 は村 長 と 村
落 協 議 会 （Lembaga Musyawarah Desa : LMD ）
め 二 者 に よ っ て 構 成 さ れ、 そ の両 者 を 支 え る 行 政
機 構 は 村 落 事 務 局 づSecretariat Desa ） と 部 落 長
（Kepala Dusun ）の 二 者 で 構 成 さ れ る 、 と定 め て
い た （1979 年 村 落 行 政 法 第3 条 ）。 し か し 、 村 落
協 議 会 の 議 長 は 村 長 が 、 ま た 同 書 記 は 村 落 書 記
（Sekretaris Desa ） が、 そ れぞ れ 職 権 で 兼 務 す る
5
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と とも に、 そ の 他 の協 議 員 も村 長 が任 命 す る こ と
に な っ た た め 、 長 老 に か わっ て村 長 が 強 い 権 限 を
持 つ よ う に な っ た。 し た が っ て、 村 落 協 議 会 は 、
村 長 の村 落 行 政 にお け る 政 策 決 定 や そ の 推 進 を 補
佐 す る た め に 設 置 が 決 め ら れ た も の で あ る が 、 あ
た か も め く ら は判 を押 す の に 等 し い存 在 と な り 、
実 質 的 に村 落 行 政 の チ ェ ッ ク機 能 を 持 だ ない の も
同 然 で あ っ た 。 そ の こ と が 示 す よ う に 、 村 長 や 村
落 役 人 は 職 務 に 対 す る 責 任 を村 落協 議 会 や 村 落 住
民 に 対 し て で は な く、 郡 長 に代 表 さ れ る 上 位 の 地
方 政 府 に 対 し て 負 っ て い た の で あ る 。 換 言 す れ
ば 、 か れ ら は 村 落 内 部 に 向 かっ て は 絶 大 な権 限 を
持 っ た き わ め て 権 威 的 な 存 在 で は あ っ た が 、 上 位
の 政 府 機 関 に 対 し て は む し ろ 無 力 に 近 か っ た の で
あ る 。　　　■　　　　　　　　　　■ 　　　
■
そ こ で 、1979 年 村 落 行 政 法 に よ っ て 再 編 さ れ た
行 政 村 落 は 、 中 央 政 府 か ら地 方 の 行 政 村 落 に い た
る 中 央 集 権 的 行 政 機 構 の 中 で 、 次 の よ う に最 末 端
単 位 とし て 組 織 さ れ た 。
① 中 央 政 府　　　　　 ‥
大 統 領 （Presiden ） は 国 民 協 議 会 （Majelis
Permusyawaratan Rakyat : MPR ） に よっ て 選
出 さ れ 、 任 期 は5 年 。 国 務 大 臣 （Menteri
Negara ） は 大 統 領 に よ っ て 任 命 さ れ る。
② 州 （Propinsi ） ＼
州 知 事 （Gubernur ） は 州 の 長 で 、 州 議 会
（Dewan  Perwakiran Rakyat Daerah Tingkat
l : DPRD I ） に よっ て 選 出 さ れ 、 大 統 領 の承 認
を 受 け な け れ ば な ら な い 。 任 期 は5 年 。　　ト
③ 県 （Kabupaten ）　 つ
県 知 事（Bupati ）は 県 の 長 で、県 議 会 ノ（Dewan
Perwakiran Rakyat Daerah Tingkat IT : DPRD
II） に よ っ て 選 出 さ れ、 大 統 領 の承 認 を 受 け な
け れ ば な ら ない 。 任 期 は5 年 。
④ 郡 （Kecamatan ）
郡 長 （Camat ） は 郡 の 長 で 、 州 知 事 に ょ っ て
指 名 さ れ る 。

















いる者で、25 歳以 上で60 歳 までの者であった
（1979 年村落行政法第4 条）。村長の任期は1 期




















れ た （1981 年 内 務 大 臣 令 第1 号 第2 条 ）。 ま た、
村 落行 政 機 構 は村 落 事 務 局 と 部 落 長 に よ っ て 構 成
さ れ、 そ の う ち前 者 の 村 落 事 務 局 は 、 書 記 と 各 部
門 の 長 （Kepala Urusan ） に よ っ て 構 成 さ れ る 。
各 部 門 の 構 成 は、最 低 で も 行 政 （Pemerintahan ）、
開 発 （Pembangunan ）、 総 務 （Umum ） の3 部 門
を 、 ま た 最 高 の 場 合 は 行 政 、 開 発 、 住 民 福 祉
（Kesejahteraan Rakyat ）、財 政 （Keuangan ）、総
務 の5 部 門 を 置 か な け れ ば な ら な い とし た （1981
年 内 務 大 臣 令 第1 号 第2 条 ）。 そ し て、村 長 は、村
落 政 府 の 役 割 とし て村 落 行 政 を リ ー ド す る 地 位 に
あ る だ け で は な く、 中央 政 府 と 地 方 政 府 の 役 割 と
し て 村 落 行 政 をリ ー ド す る 地 位 に もあ る こ と も規
定 さ れ て い た（1981 年 内 務 大 臣令 第1 号 第3 条 ）。
そ こ で 、 上 述 七 た1979 年 村 落 行 政 法 の 行 政 機
構 内 容 を 確 認 す る た め に 、 同 内務 大 臣 令 に 添 付 さ
れ た 村 落 行 政 機 構 図 を示 し て お く と 、 下 の 図1 の
よ う で あ っ た 。
こ の 図 で も分 か る よ う に 、 村 落 内 は さ ら に 下 位
の 自 治 単 位 を な す 部 落 に 分 け ら れ、 そ の名 称 が 前
述 し た よ う に ド ゥス ン に 統 一 さ れ た 。 こ の 部 落 を
代 表 し 、部 落 を 統括 す る の が 部 落 長 で あ う た（1979
年 村 落 行 政 法 第16 条 ）。 ま た、 部 落 の な か は 隣 組
（Rukun Tetangga : RT ） に分 け ら れ て、 さ ら に
1980 年 か ら は 複 数 の 隣 組 が 集 ま っ て 大 組（Rukun
Warga : RW ） が 組 織 さ れ る よ う に なう た 。
ま た 、 村 落 協 議 会 と は 別 に 、1980 年 に 大 統 領
令12）に よっ 七 「村 落 開 発 推 進 協 議 会 」（Lembaga
Ketahanan  Masyarakat  Desa : LKMD ） を 設 置 す
る こ と が 義 務 づ け られ た 。 こ の 委 員 会 は、1971 年
か ら村 落 行 政 へ の 住 民 参 加 を は か り 、 住 民 福 祉 の
向 上 を推 進 す る た め に 組 織 さ れ て きた 「村 落 社 会
協 議 会 」（Lembaga Sosial Desa : LSD ） の 機 能 を
高 め て 完 全 に す る た め に 組 織 さ れ た も の で 、1979
年 村 落 行 政 法 の な か に は 規 定 さ れ て い ない 組 織 で
あ っ た13）。 村 落 開 発 推 進 協 議 会 は 、 村 落 開発 政 策
を 推 進 す る た め に村 落 住 民 の 参 加 を 促 すい わば 村
長 へ の協 力 組 織 で あ り 、 村 落協 議 会 の 場 合 と同 様
Lingkungan) 、 計 画 出 産 に よ る 人 口 抑 制 や家 族 福
祉 向 上 な ど の プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る 婦 人 組 織 の
ペ ー カ ー カ ーPKK  (Pembinaan Kesejahteraan ・
Keluarga) お よ び そ の 隣組 レ ベ ル の婦 人 組 織 の ダ
サ ウ ィ ス マ ベDasa Wisma) 、 少 産 少 死 の た め の 育
児 改 善 と 母 子 保 健 改 善 の た め の プ ロ グ ラ ム を 実 施
す る・組 朧 の ポ ス ヤ ン ド ゥ ーPosyandu レし(Pos
Pelayanan Terpadu) 、 農 業 振 興 や 農 業 技 術 の 改
善 と普 及 の た め の 農 民 グ ル ー プ の クロ ン ポ ッ ク ・
タニ(Kelompok Tani) 、若 者 の 健 全 育 成 と 社 会 貢
献 を 推 進 す る た め の 青 年 組 織 の カ ラ ン タ ル ナ
(Karang  Taruna) √ 小 学 校 未 就 学 成 人 を 対 象 に
同 課 程 レ ベ ル の パ ケ ッ トA(Paket A) と 呼 ば れ
る 教 材 を 使 っ て 行 わ れ る ノ ン フ オーマ ル ・エ デ ュ
ケ ー シ ョ ン を受 け る 学 習 グ ル ープ の ク ジ ャ ー ル ・
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図1　1979 年村落行政法に基づく村落行政機構























テー（RT ）と大組のエルウェ ：ー（RW ）、近隣地区
内の夜間防犯警備のプログラムを実施する組織の
シ ス カ ムリ ンSiskamling  （Sistim Keamanan
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パ ケ ヅトA(Kelompok Belajar ( ＝Kejar)Paket
A) 、 政 府 の 提 供 す る 情 報 を 視 聴 学 習 し て 農 村 開
発 政 策 へ の 理 解 と 参 加 を 促 す た め の 視 聴 学 習 グ
ル ー プ の ク ロ ン プ ン チ ャ ピ ルKelompencapir
(Kelompok Pendengar, Pembaca dan Pemirsa)
な ど が 、 全 国 ど こ で も 組 織 さ れ た 代 表 的 な 例 で
あ っ た 。
こ の よう な 官 製 組 織 を 地 方 の 隅 々 に ま で 張 り 巡
ら す こ とが 可 能 に な っ た の は 、 安 定 し た 社 会 体 制
の 下 で 地 方 の 開 発 を 推 進 す る た め に1979 年 村 落
行 政 法 が 制 定 さ れ、 中 央 集 権 的 な 行 政 機 構 が 作 ら
れ た こ とが 重 要 な 背 景 と なっ た こ と は 明 ら か で あ
る 。 前 に も 触 れ た よ う に 、 中 央 の テ ク ノ ク＼ラ ー ド
中 心 に 策 定 さ れ た1979 年 村 落 行 政 法 は 、 一 方 で
村 落 社 会 を全 国 画 一 的 な 中 央 集 権 的 行 政 村 落 と し
て 制 度 化 し た が 、 他 方 で 多 民 族 国 家 の多 様 な 村 落
社 会 の 存 在 を 無 視 す る も の で あ っ た 。 し た が っ
て 、1979 年 村 落 行 政 法 に 定 め ら れ た村 落 行 政 の 理
念 が 地 方 社 会 に 出 来 る だ け 速 や か に受 け 入 れ ら れ
て い く た め に は 、 こ の 制 度 の 目 標 や 操 作 を な るべ
く簡 単 明 瞭 で 分 か り や す く す る こ と が 必 要 で あ っ
た 。 そ の 意 味 で は 、 上 記 の よ う に 官 設 集 団 を 縦 横
に組 織 し て そ こ に住 民 を 取 り 込 む 方 策 は 、1979 年
村 落 行 政 法 の 目 標 や 制 度 の 仕 組 み を広 く 村 落 住 民
に周 知 し
ゝ
。　・'理 解 を 得 る ご と に 有 効 な方 法 で あ っ た
とい え る 。　上　 っ
1979 年 村 落 行 政 法 が 、全 国 一 律 の村 落 行 政 組 織
を 制 度 化 す る た め の 指 針 とし た モ デ ル は 、 ジ ャ ワ
農 村 の 村 落 行 政 組 織 を 基 本 と し て そ れ に 修 正 を加
え た ノも の で あ っ た 。 し た が っ て 、1979 年村 落 行 政
法 が 制 定 さ れ て も、 ジ ャワ 農 村 で は、 基 本 的 に 従
来 か ら の 村 落 行 政 組 織 と大 き く 変 わ る と こ ろ は 少
な か っ た 。 と こ ろ が、 ジ ャ ワ 以 外 の外 島 で は、多
く の 地 方 社 会 で 従 来 か ら の慣 習 法 に よ る 村 落 行 政
組 織 を 大 き く 修 正 し 、 改 編 し な け れ ば な ら な か っ
た の で あ る14)。　　　　　　　　　　　　　 ト
し か し 、 上 述 し た よ う に 様 々 な 問 題 を 克 服 し な
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